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巻頭のことば  「老朽化時代を生きる」               理事 坂下幸司 

日本で最も名の知られた医師の人だった日野原重明氏が７月、死去した。105 歳だった。亡くなる数カ月前まで患

者を診続け、人生は貢献だと信じて、それを実践出来た稀有な人である。 

SEF の目的も、「産業界で活躍していた人々や、現在活躍中の人々の中で、自分が持つ専門知識や経験を活用し

て社会貢献をしたい」である。持っているから使ってくれの姿勢では貢献できるだろうか。時流が求めるものに対応でき

て初めて貢献出来ると思う。 

この夏、JXTGエネルギーの根岸製油所を視察する機会を得た。50年以上稼働し続けている日本最大級の製油所

である。その現景観は雑草に囲まれた赤さびが浮いた蒸留塔やタンクであり、歴史というより老朽化であった。話は変

わるが、5 年前に天井板の落下した中央自動車道笹子トンネルや首都高速 1 号線など高度成長期以降に整備したイ

ンフラが急速に老朽化しており、建設後 50年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなる。社会インフラだけでな

く企業モラルも老朽化している昨今であるが、現役を維持するためのメンテナンスが機能しければならない時代であ

る。リハビリや保全は、SEF知識や経験が生かせる分野と感じる。 
 

10月度 第 169回理事会報告 

《第 169回理事会》 

1. 日本ｴﾏｿﾝ社の教育講座講師の件→可決承認 

2. 月島環境ｴﾝｼﾞ業務支援ﾃｷｽﾄ作成費用配分の件        

→可決承認 

3. 事務局業務委託費支給規定及び覚書変更の件 

→可決承認 

4. ﾄｰﾖｰｶﾈﾂ社 IoT講座実施の件→報告了承 

5. 業務支援事業部 2Q活動報告の件→報告了承 

6. 更新HPの状況報告の件      →継続審議 

7. 準会員入会の件（鈴木氏）        →報告了承 

8. SEFサロンメンバーの件         →報告了承 

9. SEF16期上サロン会計報告の件  →報告了承 

10. NPO保険加入証明書受領の件   →報告了承 

11. H29/9月度会計報告の件        →報告了承 

 

事業報告  事務局                       事務局長 松浦直樹 

今期は、15年史の編集・発行の時期にあたり何かと忙しい時を過ごしました。事務局日常業務は粛々と処理

するだけなってしまいました。会員交流会も 15 周年で場所探しに難航しましたが何とか落ち着いたと思われ

ます。今期の特別テーマである会員増も順調に推移しており、SEF本来の業務支援事業にも活気が出てきてい

る様ですが、ホームページは見栄えはよくなったものの、ヒット数は相変わらずの状況でもう一工夫必要なの

かもしれません。 

事務局業務を通して皆様方のアクティビティを、かいま見ていると、平均年齢 72.5歳（σ=5.5歳）といっ

た処は体力,気力の面で個人差の出る時期であり、新旧の会員方の世代交代も始まりつつあり、更に、定年延

長、年金支給開始延長等、社会状況の変化もあります。10月の会員交流会でも、この辺りの話題が多く聞かれ

ましたが、ここ数年で活動内容も進化していくのでしょう？新しい役割分担の NPOとしての運営も必要になる

と思います。 
  

SEFサロン 第 102回案内                              担当理事 白崎善宏 

《 第 102回：案内 》 

日時：2017年 11月 29日(水) 18時    場所：青学会館内アイビーホール 1Ｆ「フェリア」 

演題：「IoT時代の衝撃―世界に大変革を及ぼす IoTの怖さとは？」 

講師：入鹿山剛堂氏 入鹿山未来創造研究所長 

 

今話題の IoTについて著名な元 NTTドコモの入鹿山氏のご講演です。IoTとは何か？から始まり、IoTの衝撃、

IoTへの誤解、IoT時代のビジネスモデル、絶対に負けないビジネスモデル、IoTを活用した新規事業・新商品

開発の課題、そして IoTビジネス成功の秘訣と広範囲につきご講演いただきます。IoTの概要を知るまたとな

い機会と思いますので、皆様には是非参加されますよう、お誘いいたします。 
 

10月度会員動向 

会員入退会 

入会 準会員 鈴木芳男 氏 

11月 1日 会員数 

正会員-31名、準会員-36名、賛助会員-3社 

編  集   SEF事務局 

連絡先  080-8865-0951 

U R L   http://sef-jpn.org 

 

 

より良き人間社会のために 


